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東京商工リサーチが企業の新陳代謝や地価公示の増減率などをもとにまとめた不動産業における「活性度」調査によると、首都圏（1都3県）の1位は東京都港区だった。2位はさいたま市大宮区、3位は東京都中央区と続いた。東京都以外は駅前再開発や交通インフラ拡充で利便性が向上したエリアが上位を占めた。

港区は企業数が1万社超と他エリアに比べて突出して多く、順位を押し上げた。大宮区は都心への良好なアクセスなどを背景に大宮駅周辺で大規模再開発が進行し、地価公示上昇率が際立って高かった。千葉県木更津市は東京湾アクアライン開通による波及効果が生まれており、8位にランクインした。

東京商工リサーチは、活性度は「企業数」「新設法人率」「倒産や休廃業・解散に対する新設法人の割合」「2019年から22年の新設法人数増減率」「1企業あたりの世帯数」「20年1月〜23年1月の地価公示増減率」の6項目をエリアごとにポイント化したものとしている。

東京商工リサーチが企業の新陳代謝や地価公示の増減率などをもとにまとめた不動産業における「活性度」調査によると、首都圏（1都3県）の1位は東京都港区だった。2位はさいたま市大宮区、3位は東京都中央区と続いた。東京都以外は駅前再開発や交通インフラ拡充で利便性が向上したエリアが上位を占めた。

港区は企業数が1万社超と他エリアに比べて突出して多く、順位を押し上げた。大宮区は都心への良好なアクセスなどを背景に大宮駅周辺で大規模再開発が進行し、地価公示上昇率が際立って高かった。千葉県木更津市は東京湾アクアライン開通による波及効果が生まれており、8位にランクインした。

東京商工リサーチは、活性度は「企業数」「新設法人率」「倒産や休廃業・解散に対する新設法人の割合」「2019年から22年の新設法人数増減率」「1企業あたりの世帯数」「20年1月〜23年1月の地価公示増減率」の6項目をエリアごとにポイント化したものとしている。





